
委員番号

配点 A法人 B法人 C法人

具体性 50

柔軟性 50

地域性 50

先駆性 50

（その内容）

合計 200

評価方法（相対基準による３段階評価）

評価 相対基準 係数

1 ３者のうち最も優れている 1.0

2 ３者のうち２番目に優れている 0.8

3 ３者のうち３番目に優れている 0.6

（注記）差異が見られない場合は、全て１、あるいは全て３といった評価も認める。
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